
＜将来推計患者数の算定方法＞

①各道立病院を受診する「主な地域の人口」に対する令和５年度「延べ患者数」の割合を当該地

域における「延べ患者数対圏域人口比率」として算定

②令和12年度（2030年）の地域の将来推計人口に①をかけて令和12年度（2030年）の延

べ患者数を算定

③令和6年度から令和11年度までは均等割で延べ患者数を算定

道立病院患者将来推計

参考資料５（委員限り）

道立病院の将来を検討するに当たり、各病院における将来患者数を推計



１ 江差病院

R6.1.1人口 区分 R5延べ患者数
（実績）

R5「延べ患者
数対圏域人口
比率」（実績）

参考：R5
実患者数
（実績）

19,842名
入院 14,163名 71.4％ 753名

外来 65,069名 327.9％ 9,376名
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〈南檜山圏域における年齢３区分別人口の推移〉

年少人口(0～14歳) 生産年齢人口(15～64歳) 高齢者人口(65歳以上)

年少人口割合 生産年齢人口割合 高齢者人口割合

(百人)
238

212
186 165

144 124

■南檜山圏域の江差病院における患者将来推計

（国立社会保障・人口問題研究所：令和５(2023)年12月推計）

▲8％ ▲17.2％ ▲8％ ▲17.2％R5からの減少率 1
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２ 羽幌病院

12 10 8 7 6 5

61
51 45

40 35 29

47

44

40
36

32

30

10.3% 9.4% 9.0% 8.3% 8.0%

8.0%

50.7%
48.6% 48.3% 48.4% 47.5%

45.4%

39.0%
42.0% 42.7% 43.3%

44.4%

46.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

0

20

40

60

80

100

120

140

2015年

H27

2020年

R2

2025年

R7

2030年

R12

2035年

R17

2040年

R22

〈留萌中部における年齢３区分別人口の推移〉

年少人口(0～14歳) 生産年齢人口(15～64歳) 高齢者人口(65歳以上)

年少人口割合 生産年齢人口割合 高齢者人口割合

120 105
93

83
73

64

(百人)

（国立社会保障・人口問題研究所：令和５(2023)年12月推計）

■留萌中部の羽幌病院における患者将来推計

R6.1.1人口 区分 R5延べ患者数
（実績）

R5「延べ患者
数対圏域人口
比率」（実績）

参考：R5
実患者数
（実績）

9,916名
入院 10,074名 101.6％ 477名

外来 34,372名 346.6％ 4,864名

▲7.8％ ▲16.4％ ▲7.8％ ▲16.4％R5からの減少率 2
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３ 緑ヶ丘病院
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〈十勝第三次医療圏における年齢３区分別人口の推移〉

年少人口(0～14歳) 生産年齢人口(15～64歳) 高齢者人口(65歳以上)

年少人口割合 生産年齢人口割合 高齢者人口割合

3,435
3,327

3,171
3,033

2,891
2,743

(百人)

（国立社会保障・人口問題研究所：令和５(2023)年12月推計）

■十勝圏域の緑ヶ丘病院における患者将来推計

R6.1.1人口
（実績）

区分 R5延べ患者数
（実績）

R5「延べ患者
数対圏域人口
比率」（実績）

参考：R5
実患者数
（実績）

325,056名
入院 19,137名 5.9％ 239名

外来 35,398名 10.9％ 4,968名

▲3.3％ ▲6.7％ ▲3.3％ ▲6.7％R5からの減少率 3
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４ 向陽ヶ丘病院
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〈斜網地区における年齢３区分別人口の推移〉

年少人口(0～14歳) 生産年齢人口(15～64歳) 高齢者人口(65歳以上)

年少人口割合 生産年齢人口割合 高齢者人口割合

664
625

562
477 439

(百人)

520

■斜網地区の向陽ヶ丘病院における患者将来推計

（国立社会保障・人口問題研究所：令和５(2023)年12月推計）

R6.1.1人口
（実績）

区分 R5延べ患者
数（実績）

R5「延べ患者
数対圏域人口
比率」（実績）

参考：R5
実患者数
（実績）

５８，２21名
入院 14,179名 ２４．4％ 138名

外来 23,133名 ３９．７％ 2,494名

▲4.8％ ▲10.6％ ▲4.9％ ▲10.6％R5からの減少率
4
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５ 子ども総合医療・療育センター
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〈全道における年齢３区分別人口の推移〉

年少人口(0～14歳) 生産年齢人口(15～64歳) 高齢者人口(65歳以上)

年少人口割合 生産年齢人口割合 高齢者人口割合

54,316

52,246 50,071 47,915 45,623 43,193

(百人)

■全道（０～１９歳）の子ども総合医療・療育センターにおける
患者将来推計

（国立社会保障・人口問題研究所：令和５(2023)年12月推計）

R6.1.1人口
（実績）

区分 R5延べ患者
数（実績）

R5「延べ患者
数対圏域人口
比率」（実績）

参考：R5
実患者数
（実績）

726,498名
入院 42,076名 5.8％ 1,672名

外来 38,327名 5.3％ 8,399名

▲6％ ▲14.2％ ▲6％ ▲14.2％R5からの減少率 5
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